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銅ア ン モ ニ ア レ ー ヨ ン再生実験の マ イ ク ロ ス ケ ー ル 化 （皿）
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1　 目的

　　昨年度まで の ス
ーパ ーサイエ ン ス ラボ の 研究

成果と して、銅ア ンモ ニ ア レーヨ ン 内
：生 実験の

マ イク ロ ス ケ
ー

ル 化につ い て報告 した
12）。本発

表で は、更 に試 薬量を削減 させ る こ と、また レ

ー
ヨ ン の 取 り出しを安定化 させ て 改良する こ と

　を主な 目的 と した。

2　実験方法

1）先行研 究
：脯

を もとに、今 まで と同様 に シ ュ バ

イツ ァ
ー

試薬を調製し 、 脱脂綿を溶か した 。

2）プ ッ シ ュ バ イ ア ル ビ ン 内の 希硫酸 をマ グネテ

　ィ ソ ク ス タ
ー

ラ
ー

で撹拌 しなが ら 、 側面 に開け

た穴か ら、シ リン ジで吸 い 取 っ た 1）の 溶液を希

硫酸中にゆ っ くり押し出 した。

3）脱色後 ピ ン セ ッ トで取 り出 し、水洗 した。

3　改良した方法につ いて

　また図 2 の よ うなコ ン パ ク トな実験器具で こ の

実験を行 うこ とが で きた。

　　　 図 1 金網を敷い て 撹拌子 を1冂「転させ る

前回
2 ）

は、希硫酸を人れる容器をプ ラス チ ッ ク製

の プ ソ シ ュ バ イ ア ル ビ ン に林え、ふ たにマ イク ロ

ビペ ソ ト用チ ッ プを取 り付けた。今回、希硫酸の

量 を減少 させ た こ とに伴い
、 側面 の シ リン ジを入

れ る穴の 位置を低く した。さらに 、再生 され た レ

ー ヨ ン が撹拌子 と絡む の を防 ぐた め に 金網を入

れ、網の 下 で 撹拌子が回転する よ うに した（図 1の

矢印）。以上が今回 の 改良点で あるc 改良した結果、

希硫酸量を削減 して も レーヨ ン 再生上 の 問題は見

られず、固定 したマ イク ロ ビベ ッ ト用チ ッ プを中

心 に して 、ほ ぼ
一

定の太 さで レ
ー

ヨ ン が 内生 で き

た。撹拌子 との絡ま りも抑え られ、また実験者に

よる差異も少 な くな り、再現性も高まっ た c

　　　　図 2 マ イ ク ロ ス ケ
ー

ル 実験器具

4　考察とまとめ

昨年度まで の ス ーパ ー
サイエ ン ス ラボ 1）2）によ

る試薬量の 比較を表 1 に示す。
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　　　　表 1　試薬 の 使用量 の 比較

　実験に使用す る試薬の 量 は、通常ス ケ
ー

ル
2｝

の

揚 合の 約 4〜20％ にまで削減す る こ とができた。

また、ふた付き容器 を川 い て安全性を高めた 。
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